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　　　　昭和九年十一月十七日早曉の「火球』について②

17t・）

　　　　　　　　　　　　柴　　田　　淑　　次

　§4輻射黒占の決定

　輻射黙の決定に際しては前記消滅勲の決定と同様，最小自乗法によるのが

通常である・併し，今圓は幸ひ大阪市に於いて得られた爲眞を利用して，未

知敏を一塁に減少する，共の方法は先づ各母指所より見たる前記消滅黙の赤

恥及び赤緯を計算する．次に其の赤魚赤緯を有する黙と観測出現黙とを結ぶ

大圓の赤道面に封ずる位置を求める・次に・乾板上に現はれたる流皐の方向

を求め，此れが赤道面に封ずる位置を求める，而して，前者帥ち眼面的大樹

と後者断ち篇目的大過との交直を求むれば・其れがEPち求むる輻射黙Cある・

各観測所にっき，各々輻射黒占を求め，此れの算術ノト均を探れば．よいのである．

但し此の際のwelghtは上記二つの大師の互になす角の正弦に比例する事が

容易に解かる．此の取扱ひをなすに先立ち，§2と同様に圃解法（Stu－sgl’aphic

projectionを用ひた）によって，過失江差を除V・た．而して最も確からしい観

測の瀬戸，美濃町，名古屋，京都（lo）の4箇所（他1ま川ぴる事を遠慮した）よ

り輻射黙を求むれば下記の如くなる
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々の長さを出して卒均する．

　E＝十30，0159±O．03！｝

　2Pち牡牛星座の北端，駅者星座との境に位す（花

｝！i急報第12G號参照）此の輻射黙に封ずる各観測の誤

差は，各観測鮎より見たる計算輻射勤と此の輻射

黙とを結ぶ大圓に無して，各々計測出現黙より此

れにrドせる垂線の長さ（弧）を以って表はす．／各親

江田に射する誤：差は左表の如し・一眼硯観測として

は可なり精度の悪いのもある・

　§5出現顯の経，緯度及び高さ

　先づ最初に計算消滅黙及び観測出現鮎（實際に

は観測出現黒権修IEしたもσ）を用ひる）間の直線

距離を求める．此れもやはり各観測所につき’，夫

　各黒1はり見た消滅勲と出現黙との間の角度は容
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易に計算出來るから，直線距離は直ちに求まる．次に地球を圓形と考へ：Bessel

の方法によった地球中心より見たる，消滅黙，出現難の角度（Cとする）を出

せば，地球の追山に封ずる修正をもつて出現黙の海抜標高が解かるのである．

Cが解かれば出現鮎の地心維緯度が解かる．此の如き’方法をもつて瀬戸，花

lll，京都（｛），京都（10），血忌の5鯛所より求めた出現鮎の経度並びに高さは

次の如し，

　　　　　　〉、＝＝　136e44／】　　　甲二十34043、／9　　　　　｛
　　　　　　　　lun　　　　　　li　＝：］lt）．t），s

　帥ち伊勢海の眞中にある，出現烈；は消滅黒占に比して共精確度が劣る．（花山

急報第120號参照）因に，流星の緯路上に於いて，消滅黙より出現瓢迄の長さは
　　　　　　　　　　

83．77±2．36となる．

　§6流星の太陽の園りの軌道

　流星の太陽系内に於ける軌道を計算する方法は，本誌にも小旗氏が書かれ

：た通り（天界第8巻川337頁）流星の見かけの速度を出さねばならない．　各観測

’報告の中，綴綾時間にして四尾rll∫（2）の7．0秒，宇治山田市の4．0秒，京都（ll）の

5秒を除けば後は大低2秒内外である・今其の最も確からしい値2．1秒を両用す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
るとせば，流星の見かけの速度は，毎秒39．89となり，此れより天頂引力を求

むれば0．。645となる．更に日曜光行差による修IE値をほどこせば，修正幅射

落としてα＝74．。246　δ＝十27，。363となる．此れを以て流星の室間速度を

　　　　　　　　
求むれば短秒40，17となって拠物線速度より少なくなり．」軌道は携圓形となる・

此れ等の値より其の軌道を計算すれば下の如し．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む

　　　　　ll糧i｝一）（罷1餐）

　自Pち，土星の附近に遠日鮎を有する楕圓輯L道になる．勿論流星の速度を少

しく攣化すれば，此等の値は攣って來るから，高密に正確なものではない・

　§7流星の節について

火球の爲眞には，概ね共の最プ（光度の黒占より満威鮎迄の間に方恐いて，、多く

の節を見ることが出穿る．其れは共の瞬時，火球ヴ）光度の俄かに塘大したも

のであって二三の如き現象である．今圓の大球にも最大光度の附近及び共の
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消滅黙迄に激個の節が現はれて居る・今回の中，旧著

なるもの4箇及び最大光度の黙の海抜高度を測定すれ

ば右表の如きものとなる・第二，第三，第四の節の明る

さは大艦皆同程度であって第一の節は止ヒれに比し遙か

に暗らい．出現黙より最大光度の黙迄の間には節らし

いものは現はれて居ない．此α）餓の高さは何かの参考

。
　
－
o聯
－
回
－
叫
緋
「
麟
、
謎
－
噌
誹

J
　
　
I

　
　
壁
脾
（
苫
季
τ
こ

消滅黒占よ噛 a@さ
り藪へて　　（km）

第一の節

第二の節

第三の節

第四の節

最大光度

44．5

b2．4

55，3

60．0

66．／）

　　　　　　握　k主考
　　　e　　　雛膨’　墨k鰍
　　　椿　　　　　　　　　　　『「

オし等を一括して書き示す．

　　出現時刻　昭和9年11月17日3時34分（日本白血標準時）

　　1：Utt見黒占　　　λ／＝一136。44．！1　　　　甲一一←34043／9　　　！≠｝」さ二115．98km

　　l筒1ゴ威黒占　　　λ一137。11／7　　　　　？二＋34。46！〔｝　　　喬iさ＝　43。89kln±2．61km

　　申畠身f黒目　　　σ二二74．040±1．。00　　δ＝　十30．05g土O．03g

軌∵1欝欝螺ll
　帥ち火球は伊勢海の中央高さ116klnの黙より獲光し，知多牟島を僅かに過

ぎたる高さ66kmの雪占にて最大光度となり，渥美灘の中央，高さ44　kmの黙

にて浦滅したことになる」七れを描叢すれば上圖の如し・以上（1934　Dcc　21記）

　　　　　　になると思ふから特に附け加へて置く．

　　　　　　§8其他の事項

　　　　　　今周の火球の見掛けの最大光度は各観

　　　　　測報告を総合すれば，京都附近大禮一5

　　　　　三叉は一6等位であらう．色は出現黒占附

　　　　　近は赤，最大光度の蕪占に於いて青白色，

　　　　　　1育滅黙附近に於いて漁色eあった．痕は

　　　　　’数不少ノ，雪ミ3分（愛矢J4∫縣）　イ立ニダまきり，　痕a）攣イヒ

　　　　　は，愛知縣碧海郡の1帥燃種久氏が只一一一人

　　　　　詳細に観測されて居る．

寵。癌§9結　　び
　　　　　　以上で甚だ簡輩な記述ではあったが，

　　　　　一一通り求めるべきものは求めた．下に其


